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資料 6. 基本設計概要表 

１．案件名 

パプアニューギニア国 ハイランド橋梁改修計画基本設計調査 

２．要請の背景(協力の必要性･位置付け) 

パプアニューギニア（以下 PNG という）国は、中央部の険峻な山脈や南部の広範な湿地帯等多様な地勢を

反映して人口及び経済活動が散在しており、首都と地方都市とは海運、航空路のみで結ばれ、国家経済を支

えるべき道路網が未発達である。同国の道路総延長は 26,962km であるが、そのうち公共事業省が管轄する国

道は 7,397km で、その舗装率は約 28%（2,053km）に過ぎない。しかも、これら国道の現状は、継続的な緊縮財

政の結果、十分な維持管理が行われず路面の劣化、地滑りや法面崩壊等を招き、頻繁な通行止めや輸送・交

通コスト高をもたらしている。 

一方 PNG 政府は “安全で信頼できる輸送・交通サービスの提供”を目標に、陸上、水上および航空を含む

総合的な国家運輸開発 10 カ年計画(2001-2010)を 2000 年に策定し、計画期間 10 ヵ年で 3,405 百万キナ（約

1,020 百万ドル）の投資を計画している。そのうち、約 90％は陸上交通分野に配分され、その大半を道路整備

に当てる計画である。道路整備計画の目標は、脆弱な国道を改修することにより陸上交通の安全性と信頼性を

改善することである。特に、PNG の経済活動を支える最も重要な幹線道路であるハイランド国道の改修は最優

先プロジェクトとして位置づけられている。 

ハイランド国道は PNG 国最大の貿易港であるレイ市からゴロカ、マウントハーゲンを経由しメンディに至る延

長 605km の幹線道路であるが、路面の損傷に加え洪水による橋梁や盛土の流出、地滑り、法面崩壊等によっ

て通行止めが頻発している。特に、大型貨物車の多い同国道において老朽化し、かつ歩道のない 1 車線橋は

耐荷力不足のため深刻な交通の隘路となり、更に歩行者にとって脅威となっている。このような状況を改善する

ため、PNG 国政府は同国道の改修とともに 1 車線橋の 2 車線化プロジェクトを推進している。このハイランド国

道改修プロジェクトには、世銀、ADB およびオーストラリアが資金援助を実施しており、区間別に改修計画が進

行中である。 

同国道改修計画に係わるプロジェクトの一環として、 PNG 政府は 2002 年 7 月カイナントゥ～ゴロカ間にあ

る１車線橋梁の内ゴロカ側の 11 橋と、我が国が前回無償資金協力として実施し、交通量の視点から１車線橋

梁として建設された新ビテイジャ橋の脇に位置する旧ビテイジャ橋の計 12 橋に対して 2 車線橋による架け替え

計画を要請した。本無償資金協力案件はハイランド国道改修計画延長 605km のうち橋梁数が多いため改修コ

ストの高いカイナントゥ～ゴロカ間 80km の橋梁改修を支援し、同国道の安全な通行、信頼性の向上に資するも

のである。 

３．プロジェクト全体計画概要 

（１） プロジェクト全体計画の目標 

貿易港レイ市とハイランド地方の中心都市メンディ市を結ぶハイランド国道、延長 605km において円滑で

安定的な交通が確保される。 

裨益対象の範囲および規模： ハイランド国道沿道の 6 州（モロベ州、東ハイランド州、チンブー州、西ハ

イランド州、南ハイランド州及びエンガ州）であり、裨益人口は 2,511 千人

（PNG 全体 5,190 千人の 48％）である。（出典：2000 年国勢調査） 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

ハイランド国道（延長 605km）が改修・整備される。 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 道路の線形の改良および１車線橋梁を 2 車線橋へ改修する。 

イ 道路の自然災害箇所を補修・補強する。 

ウ 道路舗装を改修する。 

エ 道路排水構造物を改修する。 



オ 道路・橋梁維持管理のための人員･機材を整備する。 

（４） 投入（インプット） 

ア 日本側： 無償資金協力 12.78 億円 

イ PNG 国側： 

（ァ） 本無償資金協力案件の実施に係わる負担額 0.20 億円 

（ｲ） 本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費 0.04 億円／年 

（５） 実施体制 

実施機関： 公共事業省・技術局・道路/橋梁部 

４．無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

PNG 国東ハイランド州ゴロカ～カイナンツゥ間のハイランド国道 

（２） 概要 

① ハイランド国道ゴロカ～カイナントゥ区間（80km）における下記 12 橋梁の改修 

番号 橋梁名 橋長 (m) 建設年 改修方法 

1 オロンパカ 21.1 1968 補修・拡幅 

2 ノノンピンカ 14.9 1967 補修・拡幅 

3 ホネランカ 18.1 1967 補修・拡幅 

4 オフィガ 24.1 1967 補修・拡幅 

5 ウンバカ 12.0 1967 補修・拡幅 

6 キングキオ 15.0 1967 補修・拡幅 

7 ダーティウォーター 49.0 1967 架け替え 

8 シグヤ 18.0 1967 補修・拡幅 

9 ヤシフォ 18.0 1968 補修・拡幅 

10 パリロサイ 24.0 1968 補修・拡幅 

11 ベナベナ 96.0 1970 架け替え 

12 スヌファム 12.0 1968 架け替え 

（３） 相手国負担事項 

① 工事用地および仮施設用地の確保 

② 工事に支障を及ぼす電柱・配電線の移設 

③ 既存ダーティウォーターおよびベナベナ橋の撤去 

④ 道路用地内ではあるが工事の影響を受ける農作物への損害に対する補償 

（４） 概算事業費 

概算事業費 12.98 億円（無償資金協力 12.78 億円、PNG 国側負担 0.20 億円） 

（５） 工期 

① 詳細設計・入札期間を含め約 33 ヶ月（予定） （E/N 署名から最終引渡しまで） 

（６） 貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 

① 現地からの雇用・調達を優先する。 

② 改修工事は既存の道路用地幅内で行い、追加の用地取得を避ける。 

③ 沿道の住民・農作物に対する工事による影響を最小限に抑える。 

④ 河川内の掘削に際しては汚濁防止フェンスを敷設し河川水の汚濁を最小限に抑える。 



 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

 PNG 国内情勢・治安が更に悪化しない。 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

無償資金協力の実施例「平成 10-11 年度ウミ橋架け替え計画」「平成 13 年度レロン橋・ビテイジャ橋架け替

え計画」から得た以下の教訓を本案件に反映した。 

① 過去の案件にて相手国負担事項の実施の遅れ及び不履行が見うけられたので、本案件の相手国負

担事項に関しては項目、範囲、実施時期、費用等を早い段階で通知した。 

② 過去実施した案件に於いて道路用地は確保済みであったにも拘わらず、地権者内での地代の分配に

関して問題を残したままになっており、工事着工の際にこの問題が工事関係者へのクレームとなって

発生した。この種の問題は、本案件においても発生する可能性があるので公共事業省の州事務所に

住民対応専従者の配置を要請した。  

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

① 交通事故の減少：一車線橋梁に於いて年間 1.65 件/1（死亡者数 1.31 人/年、負傷者数 7.12 人/年）

の交通事故の発生が減少する。 

   /1：1999 年-2003 年の過去 5 年間に於ける事故記録の年平均（出典：PNG 警察ゴロカハイウェーパト

ロール隊） 

② 橋梁の長寿命化：老朽化のため余寿命が短い既設橋梁が、本改修によって耐用年数 50 年橋梁とし

て改修される。 

③ 洪水による通行止めの解消：洪水のため毎年 4～5 回（約 1 時間程度）の通行止めが生じていたスヌ

ファム橋においては、本改修によって通行止めが解消される。 

（２） その他の成果指標 

維持管理費の削減：12 橋梁を対象に実施していた流木の撤去、クラックの補修、再塗装等の修繕･補修

作業が大幅に減少するため、公共事業省東ハイランド州事務所の維持管理費（過去 5 年間平均 3,162 千

キナ）が削減できる。 

（３） 評価のタイミング 

2008 年以降（プロジェクト完成後 1 年経過後） 

 



 

 

 

 

 

 

 

7. 参考資料/入手資料リスト 
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資料 7. 参考資料／入手資料リスト 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

8. 基本設計図 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

資料 8. 基本設計図 
 
 

図面目録 
 

No. Title 

No.1 橋梁一般図 No.1 オロンパカ橋 

No.2 道路平面・縦断・横断図 No.1 オロンパカ橋 

No.3 橋梁一般図 No.2 ノノンピンカ橋 

No.4 道路平面・縦断・横断図 No.2 ノノンピンカ橋 

No.5 橋梁一般図 No.3 ホネランカ橋 

No.6 道路平面・縦断・横断図 No.3 ホネランカ橋 

No.7 橋梁一般図 No.4 オフィガ橋 

No.8 道路平面・縦断・横断図 No.4 オフィガ橋 

No.9 橋梁一般図 No.5 ウンバカ橋 

No.10 道路平面・縦断・横断図 No.5 ウンバカ橋 

No.11 橋梁一般図 No.6 キングキオ橋 

No.12 道路平面・縦断・横断図 No.6 キングキオ橋 

No.13 橋梁一般図 No.7 ダーティウォーター橋 

No.14 道路平面図 No.7 ダーティウォーター橋 

No.15 道路縦断図 No.7 ダーティウォーター橋 

No.16 道路横断図 No.7 ダーティウォーター橋 

No.17 橋梁一般図 No.8 シグヤ橋 

No.18 道路平面・縦断・横断図 No.8 シグヤ橋 

No.19 橋梁一般図 No.9 ヤシフォ橋 

No.20 道路平面・縦断・横断図 No.9 ヤシフォ橋 

No.21 橋梁一般図 No.10 パリロサイ橋 

No.22 道路平面・縦断・横断図 No.10 パリロサイ橋 

No.23 橋梁一般図 No.11 ベナベナ橋 (1/2) 

No.24 橋梁一般図 No.11 ベナベナ橋 (2/2) 

No.25 道路平面図 No.11 ベナベナ橋 

No.26 道路縦断図 No.11 ベナベナ橋 

No.27 道路横断図 No.11 ベナベナ橋 

No.28 橋梁一般図 No.12 スヌファム橋 

No.29 道路平面図 No.12 スヌファム橋 

No.30 道路縦断図 No.12 スヌファム橋 

No.31 道路横断図 No.12 スヌファム橋 
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